
平成２３年１１月２５日

庄原市議会議長　様
研　修　報　告　書

　　　　　　　　　　報告者：　林　　高正　　　㊞
	研修先：全国市町村国際文化研修所
	研修日：平成23年１１月21日（月）

　　　　　　　　～１１月2２日（火）

	研修名：平成２３年度第２回市町村議会議員特別セミナー

	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　今回の特別セミナーに参加して感じたことを簡略にまとめてみたいと思います。
　私は何度かＪＩＡＭの研修を受けていますので、こんなものだという表現は失礼かとも思いますが、「こんなもの」でした。それは、講師の一方的なお話を聞くというパターンの講習でしたので、受身的であったということが言いたいわけです。そうであれば、講師の先生の資料は事前配布をされるくらいの配慮があっても良かったのではと思ってみたりもします。受講者と講師の間に一種の緊張感が発生するのではないでしょうか。
　各先生の講義内容については割愛させていただきますが、私が聞いて特に「なるほど」と感じた先生の講義について感想を書かせていただきます。

私は、11月22日に行なわれた関西学院大学経済学部教授　林宜嗣さんの「地方財政の現状と方向性」は、これからの地方自治のあり方を提案されたのではないかと思います。地方財政という文言が入っていますが、実は、人口減少社会によって財政危機がおとずれるという視点から、起こる可能性のある種々の問題についてお話いただきました。特に人口減少が著しい庄原市などの限界集落を多く抱える市町の将来は、正にこれから備えをしておかないと切り捨て御免ということになる可能性もあるのではと空恐ろしくなりました。1時間30分であまりにも多くのことをお話されましたので、エキスたっぷりの消化不良だったともいえますが、要は、このままでは財政がもたなくなるということでした。私が大きく感じたことは、自己責任（自己負担）と公的責任（公的負担）の合計は割合が変わっても合計は同じということでした。つまり、北欧型の高福祉・高負担社会か、アメリカ型の低福祉・低負担社会か、考えていただくとトータルはイクオールとなるのです。では、日本の国民は、どの程度の福祉を望んでいるのでしょう？

　答えは、中福祉・低負担です。これで低負担かとお怒りの皆さんがいらっしゃるかとも思いますが、そこには国からの補助金や地方債による先送りを見越した先食い予算編成が存在しているから、何とか財政運営ができている一種のトリックが存在しているのです。北欧では、産業は福祉の糧であるといわれているそうです。高福祉が進むと産業が衰退するとの俗説は間違っている事を証明しています。その時に林先生がさらりとおっしゃいましたが、「十分な監視機能を果たしていない地方議会」、「コストを考慮せずに要求をぶつける住民」、こんなところから変えていかなければならないのです。

　東京都などでは、住民税減税を実施しようかというほど財政は潤沢だそうです。これから益々、東京一極集中が進むと予想されていますが、本当にそれがいいことなんでしょうか。地方はドンドン人口が減っていき、住む人が居なくなり限界集落化していけばよいのでしょうか。いいはずはありません。こんな二極化した国家が繁栄したためしはありませんから、いずれは国家が破綻します。地域があってこその国であることを再認識してほしい。構造改革のためには、先ず、地域主権とすることであるから、地域主権は、構造改革の1丁目1番地であると力説されました。そして、結論的に、真の財政再建は、地域の活性化しかないと断言されたのです。

財政の健全化→自治体経営→地域経営

これは、変化する自治体の役割という図式です。自治体経営から地域経営に移行する時がきているのです。適正な受益者負担、情報の開示、資本コストは行政が負担、運営経費は住民負担。もう待ったなしで生き残り競争は始まっています。頑張っておられる自治体は既に視察研修で何度か勉強に行かせていただきましたので、その勉強の成果を活かせと壇上から激を飛ばされたように私には感じられました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　




